
 

１ページ 

 

 

 

 

１１月、芸術の秋、食欲の秋、スポーツの秋、学びの秋、・・・の秋、大富中にたくさんの秋がやってきまし

た。一つひとつの活動に向かう生徒の様子は、マスクをしたり、間隔を離したりするものの、「制限」という言

葉を忘れさせてくれました。毎日の授業はもちろんのこと、令和 4年度に計画していた行事を実施していく中

で、成長していく生徒と共に過ごしていけることに、喜びを感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東根市立大富中学校だより 

   第 ９ 号 
令和４年１２月８日 

11/4（金）～普段の学びの成果を共有しました～ 

 

11/11（金）～冬来たりなば春遠からじ～ 

 

総合響の時間を通して調べた内容を、学年の代表者 14名（1年生 4名 2年生 4名 3年生 6名）が全校生を前

にして発表しました。 

＜代表者のテーマ＞「マラリアの恐ろしさ」「野菜ジュース」「危険な口呼吸」「パラリンピック」「コーヒーの成分」

「なぜ昆虫食が話題なのか」「つかめる水」「名作を生んだ文豪の素顔」「カメラの歴史」「北方領土」「食料危機」「眼

精疲労のメカニズムと目薬の選び方」「肌の色の違いを持つ人々の苦しみとは～差別をゼロにするために～」「持続

可能な地域貢献～３年間の挑戦・品質にこだわる～」 

また、交流会の後半部では校外で活動している皆さんが、普段の活動の成果を発表しました。ピアノ、フルート

の演奏、そして、北ブロック大会で男子柔道７３ｋｇ級 3位となり、決勝大会に出場した中鉢怜夢さんは、キレの

ある投げ技を披露してくれました。 

 

1/7(月) ～給食センターのみなさんありがとうございます～ 

 

本校を会場に、３年生の保護者の皆さんに、高校入試に向けた説明会を行いました。年々受験のシステムが変わる

中、私立高校のほとんどは、各自が直接インターネットを介した申込となっています。また、公立高校の入試は、３月１０日

から７日に変更になるなど、説明会に参加してくださった保護者の皆様の目も、聞き逃すことのないよう、真剣そのもの

でした。事前に、生徒に対して、同じ資料を用いて行った説明会時にも、それぞれの進路に向けてじっくりと考えながら

目と耳で話を聞いていました。 

○東根市給食センターの皆さん（所

長様はじめ６名）が、３年生のために

本校体育館にてバイキング給食をし

てくださいました。 

○「いただきます」の前に、センター

の皆さんの 1 日の仕事内容や、料理

を選び、盛り付ける時のポイント等を

お聞きしました。 

○来春には、中学校を卒業し次の進

路へ進む仲間同士、おいしい料理と

思い出で、お腹一杯になりました。 

 

☆バイキング給食メニュー 

＜麩（フ）ロシキ・フライドチ

キン・ツナのチーズ焼き・春

雨サラダ・ちらし寿司・鳥う

どん・さつまいもと栗のタ

ルト・牛乳＞ 

 



ラジオ局 FM 山形が行っている、科学の実験番組に、本校の１年生が参加しました。（会場：本校理科室） 

授業者に山形大学理学部教授：栗山恭直理学博士、インタビュアーに FM山形 福田 雅アナウンサーをお迎えしまし

た。この様子は、12月 2日（金）FM山形２０：００～放送されました。 

～学習課題 「光でつくろう！オリジナルスタンプ」～ 

実験は、感光性樹脂を使い、オリジナルスタンプを作ります。 

自分で描いた下絵を、紫外線をつかって樹脂の上に写 

します。 この樹脂は水に溶けますが、光の力で水に溶け 

なくなる性質を持っています。その性質を利用して水洗 

いすることで下絵と同じ凹凸ができるしくみです。 

実験終了後「放課後取材」を実施。テーマは「今どきの 

中学生」で、学級委員・理科教科係が代表として取材に対 

応しました。※詳しくはＨＰをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

             

 

  

 

  

 

 

 

 

                                                                                                                                   

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

11/11（金） 

 

◇１２月のおもな行事予定◇ 
１日（木）さくらんぼ環境ＩＳＯ実践交流会 

認定証交付式 

２日（金）専門委員会後期１回目 

５日（月）あんしんの日 

７日（水）小学生１日体験入学 

１４日（水）３年生き方教室 

１５日（木）避難訓練（積雪時対応） 

１６日（金）～２２日（木）三者面談 

２２日（木）第２学期終業式 

 

◇１月のおもな行事予定◇ 
１日（日）元旦 

６日（金）3学期始業式 

９日（月）成人の日 

１０日（火）書き初め 

１１日（水）進路激励会 

１６日（月）あんしんの日 

１９日（木）２年生き方教室 

２５日（水）1年生き方教室 

◇２月のおもな行事予定◇  
８日（水）けやき交流会 

９日（木）1年職業講話 

１０日（金）第３回学校評価委員会 

１１日（土）建国記念の日 

１４日（火）２年進路説明会 

１７日（金）３学期末テスト 

２２日（水）第 3回ＰＴＡ委員会 

２３日（木）天皇誕生日 

 

 

 

 

 

 

 

体育館に入ると、劇団の方が準備した会場が広がり、演劇教室の雰囲気を肌で感じつつ、いざ開演。3名の劇

団員のみで繰り広げられた演出・演技は、思春期真っただ中の生徒の心に、何かしらのメッセージを残してくれ

ました。＜生徒の感想から・・・「お金」「夢」「人生」など様々なことについて考えさせられた。・・・。「バニシ

ングポイント」は、「何かが新しく生まれる」という意味だと知りました。私は、お金以外の幸せを、毎日の生活

の中から生み出す人になりたいと思いました。お金に依存せず、いつかは経済的な格差もなくなるような世の中

を希望します。＞ 

11/15（火） 

 

HPのＱＲコード 

プロサッカー選手になるという夢を叶えた矢先、交通事故に遭い、車いす生活となった、京谷和幸氏（車いすバスケ

ットボール男子日本代表ヘッドコーチ）から、『夢を持つことの大切さ』と題したリモート講演会をしていただきました。 

＜京谷さんからのメッセージ＞ 

事故で脚を失った時、死にたいと思った。しかし生きる勇気をくれたのが今の妻であり、 

車いす生活になってから結婚した。 

①次の目標をもって生きること。 ②「できないこと」を探さず、「できること」を探すこと。 

そして、１０年先には、サッカーのコーチをやりたい。（私の夢） 

＜講演会を通して＞ 

夢を持つことの大切さをお聞きしていくうちに、「あなたの夢は何ですか？」「夢って何？」 

と何度も問われている感じがしました。 

11/18（金） 

 


